
科目番号 １１ 

授 業 

科目名 
社会学Ⅰ 選 択 開講年次 １ 単位数 ２ 

科目区分 基本科目／教科に関する科目（公民・社会） 

サブ     

タイトル 
社会学入門：社会的存在としての人間 担当者 大竹 信行 

講義概要 

【概要】 

人間は他者とともに生きる社会的存在である。様々な社会集団に所属し、そこで文化や規範を身

につけ自我を形成する。本講義ではこうした個人と集団の関係を分析し、人間の社会性とは何か、

現代の社会集団の変化と課題とは何かについて考察する。 

 

【到達目標】 

①社会学の専門用語や理論を理解し、説明できる。 

②人間の社会性を理解し、個人と社会の関係を説明できる。 

③社会学の専門用語や理論を用いて、日常生活や社会現象を分析できる。 

履修条件 
特になし 

教科書・

参考書 

【教科書】 使用しない。プリントを配布する。 

【参考書】 適宜指示する。 

授業回数 内容  

1 ガイダンス、社会学とは何か 

2 社会学の問いと研究方法 

3 自我の社会性 

4 社会的性格 

5 文化 

6 社会規範と社会統制 

7 逸脱・犯罪 

8 中間のまとめ 

9 家族（1）類型、機能 

10 家族（2）戦後の家族変容 

11 地域（1）農村と都市 

12 地域（2）コミュニティ 

13 職域（1）経営組織 

14 職域（2）日本的雇用の変化 

15 総まとめ 

評価方法 
・授業内の小テスト、レポート、平常点を総合して評価する。 
・５回以上欠席した場合は、自動的に不合格とする。 

評価基準 

上記授業単元の内容について、これをよく理解し、適切に表現できた者には「Ａ」を与える。単

元の内容についての理解や表現に不適切な点がある者はその程度に応じて「Ｂ」または「Ｃ」と

し、単元の内容についての理解自体が不十分な者はその程度に応じて「Ｄ」または「Ｅ」とする。

その他 
特になし 
 

 


